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1．緒言

　 ごみ 焼却施設 の 排ガ ス 中に は 水 分と微量な腐食性成分 が存在 し 、 煙突や煙道で は鋼板表

面温 度の 急激な低 下で 露点が 起こ りやす くなる。露点腐食が起 こ る と排ガ ス 処理施設等 の

性能低下 、 操業 の 停止 が 考え られ る。 こ の 腐食に耐え得る材料 を選定す る ため各種 ス テ ン

レ ス 鋼お よび 溶射皮膜に つ い て 腐食試験 を行 い 耐食性 に つ い て 検討 した 。

2．試験方法

（D 腐食試験方法 ： 腐食試験 は模 擬試験 と して 露点環境を模擬 したサイ クル （60℃ x16h ＋ 150℃ ×

8h）試験を 32 日行っ た。腐食水溶液 は環境の 分析等に よ り HC1 濃度を O．lwt °

／。と し用 い た。腐食性

の評価は試験片の 重量変化によ り行 っ た 。 併せ て 、顕微鏡観察お よび EPMA 分析を行い評価 した 。

（2）供試 材料 ： 供試材 料 を表 1　　　　　　　　　表 1 供試材料
に示 す。溶射皮膜 を施 工 す る被

溶射体は SS400と し各材料 の皮

膜厚さ 300μ m を 目標に溶射 し

た。また、素材 と して軟鋼 と ス テ

ン レ ス 鋼 5種類用い た 。

3試 験結果

　 図 1 に HCI 濃度 0．1wt％に よ る素材 の 模擬試験 の 経時変化を示す。 こ の 結果 SS400 の 腐

食量は 直線的に増加す る傾向を示 した、，SUS410 は SS400 に比 べ 時 間 の 経過 と共 に腐食量

が少 な くなる傾 向が 見 られた 、

SUS304 の 腐食 量 は 極端 に 少 な

く、良好 な耐食性 を示 した n 図

2 に各試験片 の 腐食速度を示 す 。

腐食速度は 比 較の た め直線則 で

算出 した 。こ の 結果 、SS400 で

は 0．052mg／cm2 ・h とな り、年 間

約 0，5mm の 腐 食減 肉が想 定 され

る 。
ス テ ン レ ス 鋼に お い て は腐

食 速 度 が SUS410 （13％Cr）で

O．03mg／cm2
・h、　SUS430（16％Cエ ）
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で は 002mg ん mu　h、　 SUS304 （［8Cr−8N1）て は OOOO3mg／cm2 　h とな り、Cr の 含有量 か増え る

に 従い そ の 耐食 性効果か 大き くな っ た 。 溶射皮膜 は HVOF、爆発溶射 法 に よ る 50N ユ
ー50Cr

合金溶射皮膜 の 腐 食速度は 小 さくな り SUS304 と同等の 耐食 陸の 効果 か認 め られ る

　 図 3 に溶 射皮膜 の 顕微 鏡観 察結 果を示 す 。 爆発溶射 と HVOF 溶射お よひ プ ラ ス マ 溶射 て

て の 腐食速度 の 違い は皮膜構造 に起因する もの と考 え られ る 。 プラ ス マ 溶射にお い て は 皮

膜 の 剥離か 見 られ 十分 に腐食環境 を遭断す る構造の 皮膜か 形成 され て い なか っ た物 と推定

され る 。 溶射 に お い て は 緻岳 な皮 膜 を形成す る こ と に よ り ス テ ン レ ス 鋼な とと同様に耐 食

性か 得 られ るもの と考 え られ る 。 爆発 溶射お よび HVOF 溶射 の 皮膜 は皮膜構造が 緻密 て

腐食環境 を遼 断 し優れ た耐食性を示 した もの と考 えられ る 。
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　　　　　　　 図 2　 模擬試験に よる各試験 片の腐食速度
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　　　　　　　　　　　 pa　3　 溶射皮膜の 断面観察結果

4 まとめ

（1）SUS304 て は SS400 に比 へ 腐食速度 か小 さくな り良好な耐食性 を示 した。

（2）50Nl− 50Lr 溶射皮膜 は 9し〜304 と同等 の 防食機 能が 得 られ た。
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